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野
村
校
長
の
訓
話
紀
元
節
奉
覗文
部
省
宛
の
報
告
本
年
紀
元
節
遥
拝
祀
賀
ノ
實
況
別
紙
之
通
二
有
之
候
間
乍
延
引
供
一
覧
候
也
但
未
ダ
深
ク
當
校
ノ
薫
陶
ヲ
経
ザ
ル
生
徒
一
一
テ
遥
拝
格
禮
姿
勢
共
他
祇
文
等
ノ
際
種
カ
ノ
風
致
ヲ
呈
シ
將
來
ノ
爲
〆
大
上
一
一
参
考
ニ
モ
相
成
り
畢
校
ノ
便
盆
ヲ
當
日
一
一
・
得
ル
多
存
有
之
候
と
冒
頭
し
て
、
實
況
を
詳
細
に
報
告
し
て
ゐ
る
。
即
ち
當
日
の
遥
拝
式
は
、
豫
め
器
械
鵠
操
場
の
東
部
朧
嵐
に
榊
壇
を
設
け
、
共
下
に
几
卓
を
列
べ
て
冷
酒
干
肴
を
置
き
、
午
前
九
時
、
生
徒
一
同
は
遥
拝
場
に
、
校
長
教
員
役
員
は
朧
虚
に
夫
々
整
列
、
次
に
来
賓
一
同
整
列
、
祭
司
榊
鰹
を
供
し
祇
詞
を
期
讃
し
、
次
に
校
長
教
員
役
員
生
徒
の
順
を
以
て
拝
賀
を
了
へ
た
る
後
、
賓
主
一
同
、
宴
場
に
整
列
し
て
冷
酒
一
順
し
了
ろ
や
、
校
長
進
み
出
で
て
生
徒
に
對
し
、
榊
租
の
功
徳
遺
澤
を
銘
記
し
て
、
忠
君
愛
國
の
念
を
矢
は
ざ
ら
む
こ
と
を
期
す
べ
き
旨
を
述
べ
、
明
治
一
一
十
一
年
一
一
月
十
一
日
は
、
八
十
餘
名
の
本
校
生
徒
と
し
て
、
始
め
て
迎
へ
た
紀
元
節
で
あ
っ
た
。
入
學
以
來
僅
に
一
一
一
月
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
は
云
へ
、
恂
に
感
激
と
意
氣
そ
の
も
の
の
現
れ
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
次
の
引
用
文
に
能
く
見
え
て
ゐ
る
。
即
ち
野
村
校
長
は
文
部
省
宛
、
特
―
―
此
第
五
高
等
中
學
校
ノ
諸
氏
ハ
、
他
日
校
ヲ
出
ル
ノ
後
ハ
、
杜
會
ノ
表
面
一
一
立
チ
中
等
以
上
ノ
人
物
グ
ル
可
レ
バ
、
忠
君
ノ
念
慮
ハ
、
猶
一
層
深
ク
且
シ
大
ナ
ラ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。
諸
君
、
屹
度
之
ヲ
鵠
シ
、
充
分
勉
魍
セ
ザ
ル
可
ラ
ズ
。
然
し
ｒ
毛
之
ヲ
鵠
ス
ル
ー
ー
ー
ッ
ノ
深
ク
戒
ム
可
キ
モ
ノ
ア
リ
。
何
ゾ
ャ
、
則
チ
諸
子
ノ
腸
中
ヨ
リ
卑
屈
病
ヲ
脱
却
ス
ル
事
ナ
リ
。
荷
モ
此
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ニ
シ
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ル
ニ
至
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大
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ハ
活
溌
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勉
握
モ
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来
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従
テ
進
歩
モ
亦
邇
カ
ル
ペ
シ
。
則
チ
后
來
ノ
立
身
ハ
勿
論
、
本
校
ノ
卒
業
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醗科三級
生の脱文
偶入墨Ａ
組の祗丈
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八八
毛亦覺束ナキニ至ラン。然ラバ則チ徒ラニ遥拝ノ式ヲ行う壬、所謂名有テ實學ラザルモノニシテ、其レ將タ何
ノ
盆
力
之
レ
有
ラ
ン
。
諸
子
共
し
之
ヲ
猛
省
セ
ョ
。
云
々
と祗賀奉祇式禦行の深義を率直明快に闇明する所があった。而して卑屈病脱却云為の語に至りては、野村校長の
面目躍如たるものがあるのである。次に、豫科一一一級生木崎虎太（武藤元校長）、假入學Ａ組総代杉原平吾、同Ｂ組
總代山下貞吾等の順を以て、左の如き祇文を期讃した。今其の概略を記せば、溌科三級生の分は、
（前略）夫レ第一一十六世紀ノ今日一一在リテハ文明ヲ萬國ト競争セント欲スルハ固ヨリ薑轍ヲ守ル可ラザルナリ
風俗固ヨリ改進セザル可ラズ然しドモ吾人ハ之ヲシテ日本ノ風俗タラシメント欲スルナリ法律固ヨリ講ゼザル
可ラズ然しドモ吾人ハ之ヲシテ日本ノ政治グラシメント欲スルナリ宗教ナリ文學ナリ科學ハ固ヨリ之ヲ究〆ザ
ル可ラザルナリ然しドモ吾人ハ之ヲシテ日本ノ宗教文學科學グラシメント欲スルナリ則チ几ソ｜園固有ノ財産
ヲ（我邦固有ノ元氣即チ所謂日本魂ノ裏一一溶融シ祷冶シ活動セシメ以テ之ヲ維持シ之ヲ擴張スルニ在ルノミ他
語ヲ以テ之ヲ一一一一頁パ忠君愛國ノ赤心卜自任ノ氣象トヲ以テ骨鵠ヲ填〆事業ヲ裁制計誓スルノ學術ヲ以テ鵬底ヲ
型〆以テ國惰ヲ維持シ國權ヲ擴張スルノ繼績者ヲ出ス一一在ルノミ（中略）生等謹テ思う一一五幾入道幾千ノ繼績者
製造所アルガ中一一其重グチタルモノハ高等中學ナリ東西南北幾頁高ノ繼續者アルガ中一一其重ダチタルモノハ高
等中學生徒ナリ然ラバ則チ高等中畢生徒タルモノハ其義務ノ最モ重キ部分ヲ務〆ザル可ラザルノ責任ヲ負ヘリ
（中略）愛一一柳力榊祗ノ功徳ヲ噸シ以テ祇意ヲ表シ併セテ將來ノ注意ヲ戒ムル事如此ト云爾
、明治一一十一年
豫科第三級生徒
假入墨Ａ組のものは、
（前略）私ハ本日紀元節二付キマシテ大――感ジクル事ガゴザリマス何カト申シマスル’一凡ソ此ノ建設ノ時代一一
賞リマシテ物事ヲ建設スル者ハ大一一注意セネパナラヌ事ヲ感ジマシグ（中略）是レハ常一一學校ノ外部二願ハレ
ズ内部ニ在リマシテ學校ノ精赫トモ云フベキモノデゴザリマシテ何事モ無イト云ヘパ何事モ無キモノノ様一一ゴ
ザルケレドモ宴をノ中一一非常ノ勢力ヲ有シテ學校ノ課程ヨリモ教師ノ薫育ヨリモ街生徒ノ道徳品行性質品格等
一一感化ヲ與フルモノデゴザリマス是レハ何カト申シマスルニ曰ク學校ノ氣風デゴザリマス（中略）今若シ高等
中學一一一ノ氣風ヲ植付ケマシテ一一一一一年モ過ギ其時一一賞テ之レハ悪イカラ改良セネパナラヌトソー動シテモ直二
改良ノ出来マセウカ（中略）然ラバ五二ハ如何ナル氣風ヲ養成セネバナリマスマィヵ輕藻浮薄ノ風ハ我輩ノ好
マザル所デアリマス（中略）今ツクヅク老フル一一本校ハ諸事建設ノ場合デアリマスカラシテ未グ本校一一ハ一種
ノ氣風ヲ成シマセルカハ知リマセンヶレドモ高等中學校ノ氣風ト云フテモ未ダヱニニハ観念ヲ蔦シ出シマセヌ
（中略）ソレデ今ガ本校ノ氣風ヲ建設スル｜刻千金ノ機會デゴザリマス此ノ氣風ヲ作り出ス要素ハ吾々デ．コザリ
マス故一一吾々ガ作り様一ツデハ本校二入學スルモノヲ美トナス可ク悪トナス可ク其ノ責ハ吾々ノ立テ様次第デ
ゴザリマス賞一一五ロムノ責任〈山ノ加ク高ク海ノ如ク深クァリマス（下略）
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1
J！第二同入學式概況 式後の祝杯と來賓
巳上記すが如く、榊祗の遺徳を噸し、朝家の興學に感ずるにつけても、創業建設に直面して、高等中學校生徒
たるの重責を顧みては、遠大なる抱負を吐露し、校風の樹立に邇進せんとするの覺悟こそは．青年日本の將來を
卜して餘ｂあるものではなからうか。而してこの感激この覺悟があったればこそ、世は移り時は鍵っても、流俗
に泥むことなく今日の隆運を將來したものであると確信する。而も當時の青年蓮が要望したところの泰西の新文
化は、五十年の星霜を閲したる今日に於て、愈旦盆迫日本化されて、日に月に皇國の精華を發揚しつ夢あるで
ではないか。 第二
章
古
城
時
代
の
本
校
と
長
崎
嘗
學
部
九
○
かくて又献酬一父錯、滿引大爵、綾いて生徒一同の武徳の蝋・仁徳の頚・皇基の噸・國艫の頌等の齊唱があり、
熊本鎭臺より来れる三人の器械鵠操の妙技供覧を以て生徒一同退散、来賓には第一教場に於て、第一一の宴會が催
されてゐる。参考の爲に當日の来賓を學ぐれば、鎭臺側よりは、砲兵中佐黒瀬義明、砲兵少佐高木榮之、砲兵大
尉輻永宗之介、砲兵中尉甲斐宗義、外下士官四名。尋常師範學校よりは、校長河野通唯、教頭鈴木動太郎、教諭
宇都忠雄、教諭澤幸次郎、幹事坂口元雄。尋常中學校よりは、校長心得猪狩勝直、助教諭成富信散、助教諭幅島
綱雄、嘱託教員藤本末松、書記小原恒行。馨學校竝病院よりは、校長熊谷省三、院長大谷周庵、教諭魚住定治、
教諭志村釦七郎、教諭長田重雄、教諭藏田孝貞、教諭廣瀬桂次郎。濟々醤よりは、餐長佐々友房、幹事内藤儀十
郎、幹事淺山知定、教頭心得武藤巌男、教員山縣良藏、教員岡村正夫、寮監岡本源次、寮監池邊源太郎、生長安
達謙蔵、生長菊地景春、生長蓑田富太郎の諸氏で、流石に官立最高學府たるの面目歴然たるものがあるのであ
次に、一一十一年十月十日の入學式の模様は、次の通りである。
第五高等中學校一一於テハ去ル十日本年五月以來入校生徒ノ入學式ヲ執行セリ當時臨席セシ者ハ文部省専門學務
局次長杉浦重剛及當時中學教育一一開シ氣脈ヲ通シ彼我ノ便盆ヲ計ランヵタメ該校へ参二倉スル所ノ九州各縣學務
課長公私立尋常中學校長教員縣會定置委員等ニシテ本校長教頭教諭ハ各告辮ヲナシ杉浦重剛ハ生徒勉學上ノ心
得ヲ演述セリ此日式ヲ受ケグル生徒ハ豫科第一一一級生一一一名補充第一級生一一十一名同第一一級生百十八名ナリ（明治
而してその際に於ける野村校長の「入墨諸子一一示ス」の一文を掲げて見たい。
ろ
○諸子ガ平素履行動作スル上一一就テ父母ノ喜ピ賜フ所ハ如何ナル事ゾャ諸子試二内心一一考へ見ラルベシ諸子モ年
既一一十五六年ヲ経過セラレタレバ従来経歴上一一於テ父母ノ害ピ玉フ所ハ如何ナル事ト云う事ハ自然二考知セラ
ルベシ彦四郎ハ別一一之ヲ述ブルヲ要セザレドモ唯希フ所ハ將來愈盆父母ヲシテ害パシムル様精勤アラン享ヲ次
一一人ノ子トシテハ父母ヲシテ喜バシムルト事理同一一一シテ人タルモノノ最モ注意スベキ事アリ是レ他ナシ國ノ
臣民クルモノハ其國主ノ最モ喜プ所ノモノヲ爲サザル可カラズ其國主ヲシテ決シテ愛へシメザルノ誠ヲ識サザ
ル可カラズ果シテ此心ヲ深ク鵠シテ志レザレパ誠忠自ラ生ジ忠君愛國ノ効績ヲ萬世二傳フ可シ若シ此心ヲ深ク
艦セザルトキハロニハ忠君愛國ヲ唱フルモ互一一名譽ヲ内國一一争上己レノ意見一一一行ハレザルヲ怨ミトシ進退常
ナク國主ノ配慮ヲ導ク如キノ徒トナルハ彦四郎古今ノ歴史上一一於テ熟見スル所ナリ諸子一一シテ此弊二階ラザラ
第二章古城時代の本校と長崎爵學部
九一
二十一年十月十九日官報）
入學諸子一一示ス
I
jli（
￣
７．ｆｒ９－‐０ｒトー・ｈＡｎ、０■■■Ｈ７，－１９‐■『‐－口。▲ヤバ］
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籔贄鼠籔贄籟贄贄熟議鑿籔雲藪籔慰證櫻譽鶴籔奮翅若訂窺…罰鑿鷺鍵響韓
佐々畳長
演述内容
佐
々
友
房
氏
演
述
印
行の経緯
然候相伺候也
と本省に伺書を出して、其の許可を得てゐるので、特に掲げることにした。
明治一一十一年十月十日
第
五
高
等
中
學
校
長
野
村
彦
四
郎
言簡にして要を得たるものと謂ふくざであらう。然るに當日は、濟々髪長佐倉友房氏の演舌もある筈になってゐ
たが、時間の都合上、之を割愛せざるを得なかったので、野村校長は十月廿三日付を以て、
別紙濟々鶴長佐々氏演舌書取過ル十日入學式ヲ受ケシ生徒百四十名其他全部ヲ見込ミ都合百八十部印刷相成可
抑々我邦維新以来中央集権ノ政艦ヲ組織シタレパ都鄙ノ間二選シキ不釣合ノ差別ヲ生ジ燭リ政治上ノ事一一止マ
ラズ學問上ノ事一一至ルマデ大二其影響ヲ及ポシ天下ノ畢生手テ東京一一遊學スルノ有様トナレリ此時勢上已ムヲ
得ザルモノアリト雌モ爲一一前途有望ノ青年子弟ヲシテ彼ノ柔惰浮薄ナル都會風一一化セシ〆或ハ身艦ヲ柔弱ナラ
シメ一生業務ヲ執ル餡ハザラシメ或ハ道徳品行ヲ修メズ爲〆一一一身ヲ誤マリ一家ヲ亡ポスモノァリ其弊一一一シ
テ足ラザルナリ賞文部大臣深ク此一一憂慮セラル、所アリ往年其局一一賞ラレシ以來教育上萬端ノ弊害ヲ矯正シ教
育世界二新天地ヲ開クノ槻アルニ至しり印チ各地一一高等中學ヲ設立セラレシ如キハ蓋シ大臣ノ深キ老アルコト
ニテ向後同校ノ發達ト共一一数年ヲ出デズシテ學問上二都鄙ノ別ナキーー至ルハ甚明白一一シテ途ニハ全國二五大學
ノ談ケアルヲ兇ルャ亦遠キー一アラザルベシ斯ノ加ク道理上ト云上時勢上ト云上明ラヵナルーー動モスレバ九州人
士一一シテ猶且東京ヲノミ羨望スル者アルハ予ノ常一一粧誘スル所ナリ諸君一一於テハ右等ノ事二頓着セズ営校ノ熱
心誠實ナル教訓ヲ艫シテ大二勉勵アランコトヲ切望一一堪ヘザルナリ
絡二臨テ猶一言諸君一一望ム事アリ諸君ハ九州人士一一アラズャ九州人士ガ精紳氣カニ富ムハ殆ｒ特有ノ性質トモ
云フペキモノーーシテ天下輿論ノ公認スルトコロナルガ長アレパ弦一一短アリ｜得アレパ一矢アルモノ一一テ九州人
士ハ大概放疎豪逸ノ氣二富テ精細繊密ノ思想一一乏シク今日ノ時勢二際シテハ藍ダ不適賞ヲ畳ユルナリ今之ヲ救
フノ術ハ他ナシ執レモ云う加ク理化學ノ思想ヲ養成スルーー若カザルナリ而シテ九州人士ノ特有クル精祁氣カノ
第
二
章
古
城
時
代
の
本
校
と
長
崎
醤
學
部
九三
ノ間一一シテ此間ノ歳月ハ諸君ガ鋭意奮勵僥ハマズ屈セズ螢雲ノ刻苦ヲ客〆以テー大良果ヲ結プペキ大切ノ時期
ナ
ル
事
ヲ
記
臆
セ
ラ
ル
ペ
シ
本日ハ入校式ノ盛典ヲ學行セラレ愛二満堂諸君ノ末席ヲ活力スヲ得タルハ予ノ甚グ柴トスル所ナリ予ハ賞時濟
を鶴一一従事スル者一一シテ同校ト當校トハ密接ノ關係ヲ有セリ且シ予ト野村校長トハ別段懇親ノ間柄ナレバ公私
共一一労以テ今後雨校ノ交誼ノ盆々親密ナラン事ハ予ノ甚ダ希望スル所ナレパ今軍簡一二言以テ微意ノ存スル所
ヲ吐露シテ諸君ノ清鶏ヲ煩ハスハ予ガ負捨スル自然ノ義務ダル事ヲ信ズルナリ
予ノ間ク所ヲ以テスレ（諸君ガ入學受験ノ成績ハ平素諸君ノ勤勉ト才能トヲ明證スル者ニシテ當校ノ試業者定
テ大ナル満足ヲ爲セシナランサレドモ所謂諾君ノ勤勉ト才能トノ眞誠ノ債値ヲ判断スルコトハ今日ヨリ五六年
雛
二
章
古
城
時
代
の
本
校
と
長
崎
署
學
部
九ニ
ン事ヲ望マパ公平正大ノ志ヲ養上且シ利欲心ヲ脱却シ且シ利欲心一一染メラレザルヲ勉ムベシ
明
治
廿
一
年
十
月
十
日
佐を友房氏演述
謹一種菖旨尋鐵尋嘉笥副曹司罰到鐵竃期患罫軋翰蟄
■｝
{」
L１
１
ｉｌ
ウ
木下
同
校
教
頭
の
演
説
古
莊
第
一
高
等
中
學
校
長
の
演
説
而
し
て
木
下
教
頭
の
演
説
は
、
情
理
兼
備
は
れ
る
堂
々
四
千
数
百
一
一
一
一
口
よ
り
成
り
、
先
づ
、
「
借
て
今
日
は
、
諸
君
に
對
し
腹
藏
な
く
余
の
意
衷
を
吐
露
し
、
向
來
本
校
の
向
ふ
所
の
方
針
と
執
る
所
の
方
法
と
を
陳
述
し
、
諸
君
が
豫
め
共
事
を
承
知
さ
れ
ん
こ
と
を
欲
す
る
た
め
、
又
は
諸
君
が
仔
細
を
熟
考
し
て
自
ら
去
留
を
決
せ
ん
こ
と
を
欲
す
る
が
た
め
に
集
合
を
促
し
た
る
な
り
。
」
（
句
読
濁
黙
等
は
筆
者
之
を
附
す
，
以
下
同
じ
）
と
冒
頭
し
て
、
當
校
生
徒
の
本
務
を
説
き
た
る
後
、
「
今
の
有
様
を
観
察
す
る
に
、
諸
君
は
如
何
な
る
氣
風
を
有
し
て
祗
會
の
尊
敬
を
得
し
や
。
志
意
高
尚
な
る
や
、
品
行
端
正
な
る
や
、
剛
毅
活
溌
の
氣
象
あ
る
や
、
自
重
自
敬
自
守
の
精
榊
あ
る
垣
余
も
人
も
、
未
だ
一
と
し
て
諸
君
が
此
等
の
黙
を
以
て
世
に
貴
重
せ
ら
る
シ
を
観
ず
。
世
人
が
諸
君
を
他
と
厘
第
二
章
古
城
時
代
の
本
校
と
長
崎
野
學
部
九
五
之
に
就
い
て
想
ひ
起
す
の
は
、
同
年
同
月
一
日
及
び
三
日
の
雨
日
に
於
て
該
校
に
於
て
催
さ
れ
た
、
第
一
高
等
學
校
長
古
莊
嘉
門
、
同
教
授
兼
教
頭
東
京
帝
國
大
學
法
科
大
學
教
授
法
學
博
士
木
下
寅
大
雨
氏
の
演
説
で
あ
る
。
即
ち
古
莊
校
長
は
、
當
高
等
中
學
校
の
生
徒
た
る
者
は
，
唯
軍
に
學
業
に
精
勵
し
て
相
當
の
成
績
を
揚
げ
、
進
み
て
大
學
に
入
り
、
學
士
た
る
の
榮
馨
を
博
し
て
、
僅
に
一
身
一
家
を
安
逸
に
す
る
こ
と
を
以
て
満
足
す
べ
き
に
非
か
、
他
日
我
が
上
流
祗
會
の
後
繼
者
た
る
の
重
大
な
る
責
任
を
有
す
る
に
就
い
て
は
、
自
敬
自
重
、
非
常
の
勇
氣
と
耐
忍
力
と
活
溌
有
爲
の
氣
象
と
を
酒
義
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
之
に
反
し
て
鄙
狼
晒
劣
の
事
あ
る
か
、
若
く
は
廉
阯
を
顧
み
ざ
る
が
如
き
こ
と
あ
れ
ば
、
一
歩
も
侭
借
す
る
所
な
く
、
直
に
厳
重
に
所
置
す
べ
き
由
を
瞥
告
し
、
「
以
上
余
が
演
述
せ
し
所
の
も
の
は
總
て
一
場
の
談
話
に
歩
ら
す
ふ
將
來
に
向
て
必
ず
着
々
賞
行
す
る
事
あ
る
に
依
り
其
心
得
あ
る
べ
し
。
Ｌ
と
結
ん
で
ゐ
る
。
と
で
も
解
る
で
あ
ら
う
。
の
虚
た
る
べ
き
充
分
の
見
込
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
こ
と
は
、
｜
高
等
中
學
校
と
し
て
は
、
餘
ｂ
に
廣
含
地
域
を
定
め
た
こ
第
二
章
古
城
時
代
の
本
校
と
長
崎
爵
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四
本
色
ヲ
失
墜
セ
ザ
ラ
ン
事
ヲ
勉
〆
ザ
ル
可
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
野
村
校
長
ガ
赴
任
サ
ル
、
前
予
ガ
東
京
二
面
セ
シ
時
野
村
君
曰
ク
予
ハ
東
京
ニ
テ
ハ
鰹
育
家
ノ
間
ア
レ
ド
モ
九
州
一
一
赴
カ
バ
成
ル
ベ
ク
理
學
思
想
ヲ
養
成
ス
ル
筈
ナ
リ
ト
誠
一
一
至
當
ノ
霞
冷
卜
云
Ｚ
へ
半
Ｊ
１
陵の長校村野るにし書に丈課の徒生某
ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
ｉ
ベ
ク
理
肇
思
芯
ヲ
養
成
ス
ル
筈
ナ
リ
ト
誠
一
一
至
當
ノ
議
論
卜
云
フ
ペ
キ
ナ
リ
藷
君
九
州
人
士
〈
堅
忍
剛
毅
ノ
氣
象
ヲ
特
有
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
此
氣
象
ャ
各
種
ノ
事
業
ヲ
達
成
ス
ル
ノ
原
カ
ト
ナ
ル
モ
ノ
’
一
シ
テ
彼
ノ
精
細
繊
密
ノ
思
想
ト
ハ
決
シ
テ
相
衝
突
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
否
相
須
テ
完
全
ノ
働
キ
ヲ
篤
ス
モ
ノ
ナ
レ
パ
諸
君
ハ
願
ハ
癖
止
氣
象
卜
彼
ノ
思
想
ト
ヲ
混
和
調
合
シ
テ
董
固
確
平
ク
ル
萬
事
ノ
一
大
基
礎
ヲ
築
カ
ン
事
ヲ
斯
ノ
如
シ
テ
上
進
謹
選
セ
パ
他
日
全
國
人
士
ヲ
シ
テ
我
九
川
人
士
ノ
後
一
一
瞠
若
タ
ラ
シ
ム
ル
’
一
至
ル
ハ
子
ノ
決
シ
テ
疑
ハ
ザ
ル
所
ナ
リ
明
治
二
十
一
年
十
月
十
日
私
立
濟
存
餐
長
佐
々
友
房
信
に
知
一
一
一
戸
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
る
。
曾
て
は
艦
育
練
習
所
長
と
し
て
東
都
に
令
名
を
馳
せ
た
野
村
校
長
と
、
本
縣
教
育
界
の
重
鎮
た
る
佐
々
霞
長
と
峰
肝
臓
相
照
ら
す
所
が
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
而
し
て
佐
々
餐
長
の
演
述
に
も
あ
る
や
う
に
．
將
來
は
熊
本
の
地
を
以
て
帝
國
大
學
設
置
由ら崎學本地部學各
れに部校設校高
尤定もfの置圏等
埋め長醤の學中
糾哩縦蛉
爵學部設
置の魚務
第二章古城時代の本校と長崎醤學部
九
六
別するは、唯諸君が容易に大學に入ることを得ると云ふ一難に止まる。（中略）右等の統鮎はｂ重り諸讃の上の
みにあらすｙ近來の壯會一般、擦るべきの規律を矢ひ、経に卑濃無作法をも観て怪まず、或は付するに書生風な
る名瀞を以てせり。現に諸君が教員に對せらる幹様を見るに、大抵教を受くるがために敬禮さる夢にあらず、多
は落第を恐れて艫すると云ふ様なる卑劣心より起ると思考す。」と辛辣骨を刺すの批判を下し、更に森文部大臣の
深憂と徳育養成の工風の苦心を告げ、「我日本は、諸人自重自敬の精榊に乏しく，卑隈無作法の風習、諸君の身邊
を團篭せる世の中なれば、此間に左て藷君が心を正くし身を修むることは、誠に困難の事業にして、諸君の苦心
も推察さる鴬准り。就ては弦に諸君の決心肝要なり。夫は他にあらす、校前一歩皆敵、高等中學は篭城なり、と
の覺悟偏に翼望するなり。（中略）又篭城を欲せざる人、又堪へざる人は、会輩共に守ることを願は歩、早く脱去
あらんことを切望す、唯礎餘の人のみにて守らんことを願ふなり。Ｌとの確乎たる信念を吐露し、その其艦的方法、、
の一として、從來字義の注解に止まれる倫理學には基だ簾らか、日常行爲の模範標準たらしむる篤に、之を倫理
℃
Ｄ
Ｕ
、
■
Ｕ
ｂ
、
の教とし、究屈と秩序との肚會生活に於ける意義を．本邦の歴史と欧米の現状とに徴して闘明し、全寮制度寳施
℃
、
、
ｐ
Ｕ
、
に關する決意を吐露し、ｎ肛會は繋がざる船の如し。此船を引留むるは、諸君を舍て豈に他人あらんや。向來日本
の政治なり學術なり、之を領得して、我國を進歩せしむる者は、青年の諸君なり。」（原文片仮名）と激勵してゐ
る。而して古莊校長は、翌二十二年五月八日、依願免本官、木下教頭は、同月九日、教頭を免ぜられ、校長兼任
となった。後の京都帝國大學總長である。
第
三
節
豐
學
部
の
附
設
前にも記した通り、明治十九年勅令第十五號中學校令第一條に從へば、高等中學なるものは、「實業に就かんと
欲し、又は高等の學校に入らんと欲する者に須要なる教育を施す所」であるとすれば、後年の高等學校の如く、
殆ど凡てが大學に進むべき者に對する基礎教育の機關でなく、卒業の曉仁は、直に寳業に就き得るやうに教育す
る爲には、現今の實業専門學校に類する所の教育所たらしむることも亦當然のことである。而してそれには固よ
り瞥術のみに限らず、例へば後年の第三高等中學校に於けるが如く、法律・經濟・工學等の方面もあるが、歴史
的にも、又必要上からも⑩警衛に關する醤學部を先づ五高等中學校に附設したことはｐ自然の勢であったと老へ
る。乃ち文部省は、明治一一十年八月廿七日を以て、仙臺の第一一高等中學校には同じく仙臺に、大阪の第三高等中
學校には岡山に、金澤の第四高等中學校には同地に、而して熊本の我が第五高等中學校には長崎に、九月、第一
高等中學校には千葉にＰ夫々警學部を置いたのである。然ｂ而して第一一・第四と同じぐ、之を本校部を置ける熊
本に設けても差支なく．殊に本藤の再春舘は、我邦近世醤育機關の濫膓とも稀すべきにも拘らず、熊本醤學校を
避けて、長崎嘗學校跡に定めたことはＤ前記の如く長崎が、明治の教育史上看過すべからざるものがあったから
であらうと恩はれる。即ち、第五高等學校警學部一覧中の沿革にも、
明治十九年四月勅令第拾五號一一基キ第五高等中學校ヲ熊本二設ケ同一一十一年四月其馨學部ヲ長崎一一置力レタリ
抑モ長崎ハ古来外國互市ノ要衝タルヲ以テ西洋百般ノ學藝概子長崎ヲ経テ輸入セサルハナク我警學部ノ如キモ
第二章古城時代の本校と長崎欝學部
九
七
、
